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・

必要スクーリング出席回数：

１範囲年間総数

英語Ⅰ
入門
・書き
取り練

習

・アルファ
ベットを正確
に発音するこ
とができる。
・基本的な単
語を母語話者
にも理解して
もらえるよう
に適切に発音
することがで
きる。
・基本的な日
常の挨拶や季
節の挨拶のや
り取りを行う
ことができ
る。

英語
Ⅰ入
門
・ス
クー
リン
グ中
の発
音練
習

・ブロック体の
アルファベット
を大文字・小文
字を区別して順
番通り書くこと
ができる。
・基本的な単語
や句を正確に書
くことができ
る。
・簡単な語や表
現を用いて基礎
的な文が書け
る。

英語Ⅰ
入門
・基礎
学力テ
スト

・アルファベッ
トが発音される
のを聞いてどの
文字であるかを
聞き取ることが
できる。
・ゆっくりと、
またはっきりと
発音されれば身
近で基本的な単
語や句を聞き取
ることができ
る。

24 回[S]

[T]

科目・評価

２範囲

レ ポ ー ト

：

：

 科目名 ： 英語Ⅰ入門

 学習書 ・副読本

 使用教科書 なし

英語Ⅰ入門　（ＮＨＫ出版）

12 回単位数 ： 3 単位

3枚 枚3 枚

３範囲

回9 回 8

○ × ×

枚

回 7

3

スクーリング

テ ス ト

[R]

３ 学習評価（評価規準と評価方法）

科目・評価

9

2 回

（CAN-DOリストによる4技能の到達目標）

聞くこと 読むこと

科目・評価 科目・評価学習到達目標学習到達目標

その他 （課題・実習等）

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等アドバイス）

英語Ⅰ入門のスクーリングは、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」という４技
能の基礎の力をつけるスクーリングです。中学校の英語で学習した内容を復習、確認して、その
内容をしっかりと把握し確実に身につけるとともに、それらの内容を基礎としながら高等学校の
英語の学習内容を基礎からひとつひとつ理解し、しっかりと身につけることができるよう学習を
すすめていきます。アルファベットから始めてひとつずつ理解するために、スクーリングはでき
るだけ出席するようにしてください。

コミュニケーションへの 言語や文化についての

話すこと 書くこと

学習到達目標 学習到達目標

・基本的な決
まった日常の挨
拶や季節の挨拶
の文を読んで理
解することがで
きる。
・基本的で具体
的な単語や句の
意味を実物を思
い浮かべて理解
することができ
る。

英語Ⅰ
入門
・定期
テスト

２ 学習の到達目標

・学年末に５段階で評価する。

外国語理解の能力

実
施
方
法

・観察
（スクーリング）
・記述の点検
（レポート）

CAN-DOリストによる「話
すこと」と「書くこと」
の到達目標を的確に評価
できる方法で実施。

CAN-DOリストによる「聞
くこと」と「読むこと」
の到達目標を的確に評価
できる方法で実施。

・記述の確認及び分析
（レポート）
・定期考査

観
点

外国語表現の能力
関心・意欲・態度 知識理解
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・レポート

「言語や文化についての知識・理解」

・本文中での意味や
用法を確認する。

・例示する表現の使
い方を理解してい
る。

・現在形と過去形の
文を書き分けること
ができる。

・レポート

「外国語理解の能力」

・レポート

１
範
囲

Lesson 1
あいさつ
Lesson 2
代名詞
be動詞

Lesson 3
所有格
疑問詞

Lesson 4
一般動詞
３単現のs
Lesson 5
複数形

These are
Those are
Lesson 6

一般動詞の
疑問文・
否定文

(９回)

通信制の英語学
習のやり方につ
いてのオリエン
テーション
アルファベット
の読み書き、発
音、聞き取りを
学ぶ。
日本人の生徒
と、アメリカ、
オーストラリア
からの留学生と
の出会い、挨
拶、自己紹介等
な内容。

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

（本単元では設定し
ない）

・新入生同士の自己
紹介を行う。

・レポート内容
に関連した練習プリ
ントによる練習を行
う。

・いくつかの基本的
な自己紹介の表現が
できる。

・レポート
・定期考査

「外国語表現の能力」

「外国語理解の能力」

・現在形と過去形の
文の違いを理解す
る。

・セクションごとに
読んで内容を理解す
る。

・現在形と過去形の
意味の違いが理解で
きる。

・英語の文字や音声
に慣れる。

・アルファベットに
慣れ、基本的な挨拶
の練習を行う。

「言語や文化についての知識・理解」

・例示する表現の使
い方を理解する。

４ 学習の活動

評価方法単元の評価規準主な学習内容単元の目標題材内容単元
(配当時間）

学
期

・本文中での意味や
用法を確認する。

・例示する表現の使
い方を理解してい
る。

・レポート
・定期考査

・校内で日本人生徒
と留学生との挨拶を
行う。

・セクションごとに
読んで内容を理解す
る。

・相手の挨拶や自己
紹介の内容が理解で
きる。

・レポート
・定期考査

・レポート

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

・未知の単語があっ
ても推測して聞き続
ける。

・セクションごとに
本文の音声を聞き、
レポートにメモをと
る。

（本単元では設定し
ない）

「外国語理解の能力」

・be動詞と一般動詞
の疑問、否定文を理
解する。

・セクションごとに
読んで内容を理解す
る。

・疑問文、否定文の
意味を理解する。

・レポート

「外国語表現の能力」

・be動詞と一般動詞
の疑問文、否定文を
書く。２

範
囲

３
範
囲

Lesson 12
助動詞can
命令文

Lesson 13
be動詞の
過去形

Lesson 14
一般動詞の

過去形
Lesson 15
過去形の
疑問文・
否定文

(７回)

日本人の生徒
と、アメリカ、
オーストラリア
からの留学生
が、学校の外で
の日本の様々な
スポーツ、音
楽、娯楽等の体
験を通じて日本
の文化に触れて
いく内容。

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

・間違えることを恐
れずに発音すること
を心がける。

・本文の英文を他の
生徒と一緒に音読し
ていく。

（本単元では設定し
ない）

「外国語表現の能力」

・現在形と過去形の
文を書き分ける練習
を行う。

・レポート内容
に関連した練習プリ
ントによる練習を行
う。

Lesson 7
Doesで
始まる
疑問文

Lesson 8
There is
There are
前置詞

Lesson 9
疑問詞の
いろいろ
Lesson 10
現在進行形
Lesson 11

whose
所有代名詞

(８回)

・学校の内外の様々
な活動を知る。

・本文中での意味や
用法を確認する。

・例示する表現の使
い方を理解してい
る。

日本人の生徒
と、アメリカ、
オーストラリア
からの留学生
が、日本の学校
生活の様々な体
験を通じて日本
の文化に触れて
いく内容。

「言語や文化についての知識・理解」

・日本の学校の文化
的背景を理解する。

・レポート内容
に関連した練習プリ
ントによる練習を行
う。

・be動詞と一般動詞
の疑問文、否定文を
書くことができる。

・レポート


